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カーエン Cl.Cahen， ラムトンA.K S. Lambtonらによれば，軍事イクタ
ー施行以前のアッバース朝瞳制下においては，所有権を授輿された小規模なカ

























アッパース朝の財政問題については，フォン・クレーマー A.F. von Kremer 
(1) Cahen， Cl.，“L'企volutionde l'iqta‘du IX. aux XIU. siecle. Contribution 
une histoire comparee des societes medievales"， Les Peuples Musul押~ans dans 
L'histoire Medievale， Damas， 1977， pp.231-269 (カー エン箸， 渡逢金一・加藤博
誇『比較祉禽経済史』創文社， 1988年);al-DurI，‘Abd al-'Azlz， Ta'rikh al-'Iraq 
al-Iqti~ãdï， Bayrut， 1986; idem，“The Origins of Iqta‘in IslamヘAb}Jath，22， 
1969; Lambton， Ann K. S.， Landlord and Peasant in Persia， London-New 
York， 1953 (岡崎正孝諜 rベノレ、ンアの地主と農民」岩波書庖， 1976年);idem.， 
“Refrections on the IqtaぺArabicand Islamic Studies in Honor of H. A. R. 
Gibb， Leiden， 1965; Becker， C. H.，“Steuerpacht und Lehnswesen"， in Islam 
Studien， Hildesheim， 1967， pp.234-247; Sato， T.， State & Rural Society in 
MedievalIslam， Leiden， New Y ork， K凸ln，1997 (佐藤衣高『中世イスラム園家とア
ラブ枇曾』山川出版社， 1986);嶋田褒卒『イスラムの園家と枇舎』岩波書庖。
(2) Cahen， Cl.， op. cit.， pp. 231-269; Elad， A.，“Two Identical Inscriptions from 
]und Filastin from the Reign of the 'Abbasid Caliph， Al-MuqtadirヘJournalof










史料に関しては，使い古された史料で、はあるものの， ヒラール・ア ッサ ピー
-Hilal al-事biの「宰相史 Ta'rikhal-Wuzara'.!Jとミスカワイフ Miskawayh
の『諸民族の経験 Tajaribal-Umam.!Jが後期アッパース朝の財政に閲するも
っとも重要な史料であることに嬰わりはない。これを補完するものとしてハマ




ーマ・ブン・ジャーファル Qudamab. Ja'far Ii"ハラー ジュと書記術の書 Kitab
al-Kharaj wa al-号ina‘aal-Kitaba.!J，ブー ズジャーニー al-BuzjaniIi"書記と徴
税官のための数事知識 Fima YaJ:ttaj ilay-hi al-Kuttab wa al-'Ummal min 
'Ilm al-I:Iisab.!J，著者不明の『数撃における幻惑者の書 Kitabal-I:Iawi fi aI-
I:Iisab.!Jなどの書記術に闘する著作は， 首時の具睦的な徴税理論を知る上で貴
重な情報を提供する。その際， これらをマーワルディー al-Ma wardi Ii"統治の
諸規則 AJ:tkamal-Sultaniya.!Jやアブー ・ユー スフ AbuYusuf Ii"ハラー ジュの
書 Kitabal-KharajJJといった法事理論の書と明確に分けて用いることが重要
である。後述のように，法事理論と書記術の理論は微妙なずれを有しているの
(3) von Kremer， A. F.，“Uber das Einnahmebudget des Abbasiden-Reiches vom 
Jahre 306H. (918-919)"， Denkschrifen der Kaiserlichen Akademie der W;νy“ 
sel肘2“schaften陀，Phliosophiおsch-Histor門ischeKIμas幻se久， 1888; Lok王ke偲gaard，F.， Islamic 
Taxation in the Classic Period， Copenhagen， 1950; Mez， A.， Die Renaissance 
des Islams， Heidelberg， 1922; al-Duri，‘Abd al-'Aziz， Ta'rikh al-'Iriiq al.lqti~ii. 
di;森本公誠『初期イスラム時代エジプト税制史の研究』岩波書庖， 1975年。
(4) Cahen， Cl.， BA YT ALゐ1AL，in Encyclopaedia of Islam， new ed.， Leiden， 























(5) al-Buzjani， pp.202-329; Tarikh-i Qumm， pp.151-190; Lokkegaard， op. cit.， 
pp. 108-128; Lambton， op. cit.， pp.33-49; idem.，“An Account of the Tarikh-i 
Qumm"， BSOAS， 12， 1948; al-Duri， Ta'rikh al-'Iraq al-Iqti~ãdï， pp.182-185; 
森本公誠『エジプト税制史.!425-429頁。

















ノ、サン・イブン・アルフラート Abual-I:asan ‘Ali b. al-Furat (以下イプン・
アノレフラー トと記述〉と， その兄で，やはり有力な書記官僚であったアプー・ア














(7) al-Wuzara'， p.151. 
(8) al-Wuzara'， p.220. 
(9) al-Wuzara'， p.277.御上の特別地区である地域 tasasijmin khawa符 al-sultanの


























M al-Wuzara'， p.276. l)azrに関しては栽培段階での見積もり〈ここでの taqdir)を
意味するとするのが一般的であるが r枚穫物の集積がすでに行われているので，す
ぐにl)azrをしないわけにはいかない qadshabbahat al-ghallat wa ma tafsud ila bi 
al-l)azrJとあるように，ここでは明らかに，牧穫後の査定のことを指して使われてい
る。 cf.al-Kharaj， p.108; Mafat功， p. 61; Bosworth， C. E.，“Abu 'Abd AlIah 
al-Khuwarazmi on the Technical Terms of the Secretary's Art." JESHQ， vol. 12， 
1969; el-Samarraie， H. Q.， Ag門 culturein Iraq during the 37・d.Century， A. H.， 
Beirut， 1972， pp.129-133. 
帥 al-Wuzara'，pp.150， 378; Nish加 ar，VIII， pp. 123-124. 
~~ al-Wuzara'， p.234. 
~~ 森本公誠『エジプト税制史.!422-432頁0
M al-Wuzara'， p.363 







自分のダイアの代官 wakilfi c1ay'at-huに射して， rムカーサマ al-muqasama
の穀物は我々の取り分を多くせよ。それは我々のものでア ッカ ール akkむの
ものではない lnna・hala-na di1na al-akkaro多作の野菜al-shatawiは等分にせ
よ。それは我々のものであり，アッカールのものである la-nawa lial-akkar。
夏作の野菜 al-担yfiは(我々の取り分を〉少なくせよ。それはアッカールのも













く，おまえが罵り， 髭をむしり， 殴りつけるアッカール(小作農民〕や， おま
えがそいつの持ち馬の頭を切って，そいつの首から吊り下げる徴税官‘amilの
M al-Wuzara'， pp.364-365. 
4司 al-Wuzara'，p.238. 
同佐藤次高『アラブ祉舎.!l46頁註380 al-Buzjani， pp.316-323 






















































ムカーサマは， 2分の lのイスターンと10分の 1のカティーア.さらに御上の
配慮によってイスターンを軽減したりウシュル(十分のー税〉を加増する場合
がある。一方，現金納の場合には， ミサーハのハラージュと， イブラ al-'ibra
で徴牧されるムカーター al-muqata‘があり， イブラ徴l炊の場合はムカーサマ
と同じく， 完全なイスターン al-istanal-tamm とウシュルのカティーア(イ
スターンのハラージュの5分の1)al-qati‘a al-mukhammasa min kharaj al-istan， 
そして，その中間でイスターンが軽減されるかウシュルが加増される場合があ
帥 Lokkegaard，op. cit.， pp.87-91. 
制 Suter，H.， ABU‘L-WAFA' AL-BUZADJANI， in Encyclopaedia 01 Islam， 
new editionによれば 1書記と徴税官のための数察知識』は， Kitab al-Manazil 
al-S功、に同定される。同書の校訂本である Ta'rikh‘Ilmal-lfisab al-'Arabi， ed. 
Al;mad Slaym Sa‘idan，‘Amman， 1971は，校訂者が数翠史を専門とするためか，
al-tunna'をal-bina(p.204). al-istanをal-istar(p.278)とするなど，書記用語の
校訂に初歩的な誤りが多く，その使用には注意を要する。


























れたとされるω。 マー ワノレディー は， このようなカティーアを， 法事的に所
伺 al.Bazjani，p.278.イプラとは，その土地の期待される枚入額のこと。 cf.Mafa. 
ti事， p. 60; Bosworth， C. E.， op. cit.， pp.135-136; Miskawayh， 1， pp.70-71. 
制 al.Wuzara'，p.182. 
帥嶋田o卒『初期イスラー ム園家.!I224-225頁。
制 al.Mawardi，pp.145-153， 239-244;嶋田裏卒『初期イスラー ム園家.!I10， 37， 164， 
179頁;Grohmann，‘USHR in Encyclopaedia of Islam， 1st. edition; Cahen， Cl.，op. 
cit. pp. 232-235;カー エン『比較祉曾経済史.144-48頁;Lambton， A. K. S.， Landhord 













しかし， このような 「私領地としてのカティーア !と， レッケガールドの指













が徴牧したものとみられる例。 ノミスラ周遊のアラブの土地のサダカや， タリ ー
『初期イスラーム圏家J218頁。
帥 al-MiizεJardi，pp. 239-244. 税牧イクターの性格については，前掲拙稿「アッパー
ス朝法拳史料における土地のラカバと用盆権」も参照されたし、。
伺嶋田袈卒『初期イスラーム園家~ 181， 198頁。
~~ al-Wuzarii， pp.29， 182， 260， 284-285， 306， 311; Miskawayh， 1， pp.70-71， 152一
153， 155， 159， 245; Takmila， pp.250-251. 
帥 al-Miiwardi，pp.145-153. 



















分である。ここから 5分の lをとるということは， 全瞳からウシュル (10





帥 al-Wuzara'，pp.185， 187. 
制 al-Bilzjani，p. 278; al-Duri， op. cit.， p.184. 
伺 アンワ地については 1初期イスラー ム園家.!288-345頁の他， Morony， M. G.， 
“Landholding in Seventh-Century lraq" in Udovitch， A. L. ed_， The Islamic 
Middle East， 700-1900， Princeton， 1981; Schmucker， W.， Untersuchungen zu 
Einigen Wichtigen Bodenrechtlichen Konsequenzen der Islamischen Eroberungs-
bewegung， Bonn， 1972，および前掲拙稿を参照されたい。






は，イスターン al-istanからとられるースフの 5分の 1khums al-nisfと
して計量される とこ ろの10分の 1'ushrである。カティ ーアにおいて ミサ
ーハが行われているジャリ ープ al-jarib(耕作地/耕作地の面積の皐位〉に針








































































idda‘a inna-ha istanj例に閲しては，イ ブン・アルフラ トー がその貰却の経緯






























を，その規約 mu冠malaである10分の 1のカティーア al-qata'i'al-ma'shura 
で迭金するよう，購入書に明記した。また彼らの一部に，それに加えて，農民
の私有地 amlakal-ra'iyaにおける，ふたつの規約の差額分 faQlma bayna al-
mu‘amarataynを買却した。これは，イスターンとカティーアの差額 faQlma 











帥 Miskawayh，1， pp. 199一201.
帥 Miskaτvayh，1， p.245. 
制 ター ニー も al-ra'jyaに含まれるので，この農民とは自作農とは限らなし、。

















していた khaffafamin muqasamat-haからであった刷。 アブー・アルアッノく
ースは御上の土地を彊食して形成した私領地においても軽減したムカ ーサマ
takhfif muqasamaを寅行している倒。 また，宰相アブー・アリー・アノレハー
カーニ-Abu 'Ali al-Khaqaniは行政を放漫に行い， イクターやタスウィー
グを安易に輿え，タスクや規約を軽減し takhfifal-tusuq wa al-mu冠marat，








~~ al-Buzjani， p.278 
帥佐藤衣高『アラフ'枇舎.!l30頁0

























ワザ-al-Karwadha地域， ナフル・ビーン NahrBin地域には， ムハンマ








伺 ム一タデイドの治世の初期に， Sarげyal-Fu山1江r凶市a訂twa Diりjla，Juk王ha泊，Waお制s幻i比t，Ka“ska王伺r， 















ーンのムカーサマから minmuqasama al-tamm， 1クッノレ fIkull kurrに







































の取り分を克除される特権(イーガール ighar)を得ていた制。 しかし 306年/
13> al羽1uzara'，p. 251. 



































mal fi cliya' 'Ali b. 'Isaに話が及んだ。するとアリーは， (イブン・アルフラ
伺 al
伺 vonKr白eme町r，op. ci比t.，pp.30凶6-3幻18.
伺 Cahen，Cl.，“Review of Lokkegaard， F.， Islamic Taxation in the Classic 











































































って規定を重くされた rasmthaqqala-hu 'alay-hi al-Ta'i人物があらわれ，
昔の軽い規定 rasmqadim khafifに戻すように訴えた。これに劃してイブン・
アルフラートは， これはターイーが，公正 al々 dlと信頼 al-thiqaと，耕作地












ra'aya ma ra'a・hu]:J.azzan li nafs-huのであって，御上 al-sultanが彼の決定
に従う必要はない，として訴えを却下した刷。










イブン・ムクラ IbnMuqlaは「彼は雨者に二枚舌を用い bilisan ghayr al-
lisan al-akhar，財政を緊縮し shu}:l}:l'ala al-amwãl，護ったので、ある}:lif~ la-
haJと評した。彼は，宰相としてのイプン・アルフラートを「現世と王園から
重荷を投げかけられ，それを持ち上げた人物」と稿揚し， 自分たちはそれを見




























ーの任期では規則 l;lUkmが同じであるので， アリーの任期45箇月の賄賂 (45
寓〕プラス穀物責却利権料の差額 (35寓〉の合計80高ディーナールをカリフに

















伺 al-Wuzarグ， pp. 106-107; Miskawayh， 1， p.61.賄賂聴については Miskawayh，
1， p.42. 
拘 Miskawayh，1， p.61. 


























また， 元宰相ムハンマド・ ブン ・ダ ウー ドの息子の妻であり， アリ ・ー ブ
ン・ イーサーの妹のアスマー Asma'の生活が困窮したときには， 上申によっ
伺 アリー ・ブン ・イーサーが農村振興を閣政の基本と考えていたことについては，
Bowen， H.， The Life and Time of ‘Ali ibn 'Isa， Cambridge， 1928を参照。
開 al.Wuzara'， p.98.一方，アリー・ ブン ・イー サー は宗教心に優れ， 高潔で，金に
きれいで，作文能力においてはイプン・アノレフラートの及ぶところではないと評され
ている。















































































樹栽培者たちは，そこが私有地 amlak であり 「ハラー ジュを賦課されると
mata iltazamat al-kharaj土地の債値がなくなってしまう batalatqimat-haJ 
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These consisted of（Ａ）sｏｍｅfour million g双ａれs,(B) some one million
guans, and (C) some　two　million　ｇtｉａｎs.　Besides,there　were the
miscellaneous monetary receiptsup to some one million guans collectedin
the metropolitan area. Only in accordance with statutory directions the
local governments saved and used several times as much money as the
central government.
‘THE RIGHT OF THE STATE TREASURY' ON
PRIVATE ESTATES IN THE ABBASID PERIOD
Shimizu Kazuhiro
　　
It is widely accepted that in the later‘Abbasid period, many landed
estates had been formed by way of purchase, reclamation, contribution and
enclosure. Most of the landholders made every effort to the land tａχ，as
they tried either to be exempted from it or to be permitted to pay ａ
decreased丘χed sum. As ａ result, the government gradually lost its ability
to collect the tａχ，which led to increased local power and eventually to
independence. It also opened the way to the establishment of the military
iqばａ system in the Buwayhid period.
But l　suppose that it is not appropriate to underestimate the　tａχ
collecting ability of the‘Abbasid government. While landholders tried to
escape from the tａχlevy, the government had assigned ｈａｑｑha:μｄ一肥砿
or‘the right of the state treasury (i. e.the land tax)' to almost every estate,
and made actual effort to collect this tａχ. We must therefore investigate
how the value of these tａχeswere estimated and levied.
In the Sawad districtin Iraq, the Ｋｈａｒａ]or land tax had been raised
as a fixed percentage taken from the output of crop (jnuqasama). In this
system of taxation, two different types of percentages were used.　These
were called isほn (50 percent or half of the output) and qatl'a (10 percent
or one tenth of the output).　The percentage called 卯μ‘αis equivalent
to 'ushr (the tenth) which, in accordance with Islamic law, was imposed
upon private estates in the form of alms （ｚｄｋａ').But aside from the legal
theory, government officials created another logic in which　9叫ね（the
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tenth) was calculated ａsヽthe fifth of iｓほれ(the half).　By using this
logic, called‘the secretarial rule', 'ushr (the tenth) which had its
legal
origin in alms was treated as ａ part of the khaｒａｉor land tax because its
one tenth became only ａ percentage ｏｉ　ｍｕｑａｓａｍａtaxation.Simultane-
ously the distinction of the legal status of state domains which pay 随『ａｉ
as ａ land tａχand personal domains which pay ゜１もｓｈｒａｓalms had lost its
meaning, as now 由ｅ tenth had become ａ part of the fehaｒaj｡
　　
At the same time, landowners and the state confronted each other in
attempting to establish the most favorable tａχconditions for themselves.
Sometimes several influential landholders ■wereprivileged by ａ tax exemp-
tion or a tax decrease. But even in such cases, as they lost their political
power, 'the rights of the State Treasury' had to be reimposed and reacquired
by means of confiscation or governmental inquiry and trials. In these
trials,landholders who regarded their privilege to be ｅχempt from tａχation
or subjected to ａ reduced tａχas ａ right and governmental officers who
insisted on its confiscation as a proper means to revive 'the right of the
State Treasury' showed keen antagonism without any objectivity. They
eventually solved their confrontation by means of ａ political compromise.
THE FOOD SHORTAGE AND JAVANESE SOCIETY
　　　　　　
AT THE END OF 1910'SAND 1920
Uemura Yasuo
　
The food situation in Indonesia worsened seriously due to the decrease
of rice import from the end of 191O's to 1920. The Dutch Colonial Govern･
ment tried to overcome the difficulties through increasing the food produc-
tion and regulating its circulation. As ａ result, food crisis was avoided in
Indonesia. In Java and Madoera the Colonial Government tried to restrict
inter-regional rice trade, and bought up rice directly from the peasants for
distribution. But when they fiχedthe ｍａχimum rice price and tried to force
the traders to accept it, they met with stiffresistance. The ｍａχimum price
was hardly followed and the “smuggling” of rice was in vogue.　The
fundamental reason for the resistance lay in the inconsistant policy of the
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